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生
命
の
尊
厳
を

　
つ
い
先
日
の
新
聞
に
、
ま
た
ま
た
、

悲
惨
と
し
か
い
い
よ
う
の
な
い
事
件
が

報
じ
ら
れ
た
。

　
占
い
に
こ
っ
た
あ
る
主
婦
が
、
二
人

目
の
子
供
の
誕
生
日
が
、
最
初
の
子
供
、

の
誕
生
と
同
じ
日
で
あ
っ
た
と
い
う
理

由
で
、
自
分
の
腹
を
痛
め
た
二
人
の
子

供
を
、
自
ら
の
手
で
息
を
と
め
た
と
い

う
の
で
あ
る
。

　
い
ま
こ
こ
で
、
占
い
の
是
非
を
論
ず

る
気
は
さ
ら
さ
ら
な
い
。

　
動
物
の
世
界
で
は
、
自
分
の
子
を
殺

し
、
食
べ
て
し
ま
う
例
は
数
多
く
あ
る

と
い
う
。
万
物
の
霊
長
た
る
人
間
も
、

動
物
と
ま
っ
た
く
同
じ
と
い
う
こ
と
な

の
で
あ
ろ
う
か
。

　
お
そ
ら
く
こ
の
主
婦
は
、
そ
の
時
精

神
錯
乱
状
態
に
あ
っ
た
と
想
像
さ
れ
る

が
、
そ
れ
に
し
て
も
、
あ
ま
り
に
も
む

ご
た
ら
し
い
、
生
命
を
軽
視
す
る
事
件

が
多
す
ぎ
る
。

　
今
さ
ら
串
す
ま
で
も
な
く
、
仏
教
ほ

ど
、
生
き
と
し
生
け
る
も
の
す
べ
て
の

生
命
の
大
切
さ
を
訴
え
て
い
る
宗
教
は

他
に
例
を
み
な
い
。

　
人
の
心
が
、
昔
と
く
ら
べ
て
そ
ん
な

に
大
き
く
変
わ
っ
て
い
る
と
も
思
え
な

い
。
お
互
い
さ
ま
、
兜
の
緒
を
締
め
直

し
て
、
精
進
し
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）「青鬼ほたる祭」（石山寺）
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雨
期
に
入
っ
た
タ
イ
は
蒸
し
暑
い
。
五
月
六

日
、
私
は
全
仏
か
ら
カ
ン
ボ
ジ
ア
難
民
救
援
金

伝
達
の
使
命
を
う
け
て
、
東
京
ブ
デ
ィ
ス
ト
ク

ラ
ブ
の
旗
本
宏
昌
、
坂
本
黄
老
の
両
君
と
共
に

成
田
空
港
を
後
に
し
た
。

　
五
月
七
日
午
後
、
私
た
ち
は
W
F
B
本
部
事

務
総
長
の
プ
ラ
サ
ー
ト
氏
ら
と
、
タ
イ
・
カ
ン

ボ
ジ
ア
国
境
に
近
い
、
サ
ケ
オ
難
民
収
容
所
へ

と
向
か
っ
て
い
た
。
見
事
に
舗
装
さ
れ
た
国
道

を
、
車
は
北
西
へ
疾
走
す
る
。
首
都
バ
ン
コ
ク

か
ら
、
約
二
五
〇
キ
ロ
に
あ
る
バ
ン
キ
ャ
ン
村

の
サ
ケ
オ
キ
ャ
ン
プ
に
は
、
約
三
万
人
の
カ
ン

ボ
ジ
ア
難
民
が
収
容
さ
れ
て
い
る
。
広
大
な
土

地
は
タ
イ
政
府
が
提
供
し
た
も
の
だ
が
、
キ
ャ

ン
プ
内
は
国
連
が
管
理
し
、
外
部
は
タ
イ
陸
軍

が
警
備
に
あ
た
っ
て
い
た
。

　
　
唯
一
の
仏
教
奉
仕
団

　
タ
イ
領
内
に
は
サ
ケ
オ
の
他
、
カ
ー
ブ
チ
ヤ

ー
ン
、
カ
オ
イ
ダ
ン
、
カ
ン
プ
ッ
ト
な
ど
の
難

民
収
容
所
が
あ
り
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
ば
か
り
で
な

く
、
ラ
オ
ス
人
な
ど
を
収
容
す
る
と
こ
ろ
も
あ

る
。
こ
の
サ
ケ
オ
キ
ャ
ン
プ
に
は
、
一
年
半
ほ

ど
前
か
ら
、
世
界
で
た
だ
一
つ
の
「
仏
教
奉
仕

団
」
と
し
て
、
わ
が
国
か
ら
曹
洞
宗
の
救
援
隊

が
き
て
い
て
、
炎
暑
の
中
、
常
住
し
て
救
援
活

動
を
展
開
し
て
い
る
。
頭
の
下
が
る
思
い
だ
。

1
ー
サ
ケ
オ
キ
ャ
ン
プ
を
訪
ね
て
1
1
全
仏
国
際
部
長
鎌
田
良
昭

　
こ
こ
の
代
表
者
、
松
永
然
道
師
は
、
曹
洞
宗

東
南
ア
ジ
ア
難
民
救
済
会
議
（
J
S
R
C
）
発

足
と
同
時
に
、
バ
ン
コ
ク
駐
在
事
務
所
長
と
し

て
赴
任
し
、
日
本
と
タ
イ
を
往
復
し
て
、
苦
況

に
喘
ぐ
幾
多
の
難
民
の
世
話
を
さ
れ
て
い
る
。

　
赴
任
当
初
の
キ
ャ
ン
プ
の
状
態
は
、
お
び
た

だ
し
い
難
民
が
、
何
も
な
い
野
原
に
、
折
り
重

な
る
よ
う
に
し
て
ゴ
ロ
ゴ
ロ
と
寝
て
い
た
。
そ

し
て
飢
餓
や
悪
疫
で
、
毎
日
数
十
人
の
人
々
が

死
ん
で
い
っ
た
と
い
う
。
ま
た
同
時
に
、
心
の

す
さ
み
よ
う
は
ひ
ど
く
、
放
心
し
た
よ
う
な
、

ウ
ツ
ロ
な
状
態
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
　
ま
ず
ワ
ッ
ト
建
設

　
松
永
師
ら
は
、
難
民
た
ち
の
殆
ど
が
仏
教
徒

で
あ
る
と
こ
ろ
が
ら
、
ま
ず
寺
の
建
設
が
急
務

と
考
え
、
竹
造
り
の
ワ
ッ
ト
（
寺
）
を
建
設
、

つ
い
で
教
育
部
門
を
担
当
し
て
現
在
に
至
っ
て

い
る
。
数
多
く
の
教
科
書
や
絵
本
を
購
入
し
、

そ
れ
を
タ
イ
語
か
ら
ク
メ
ー
ル
語
に
翻
訳
し
、

今
は
、
バ
ン
コ
ク
で
印
刷
し
て
ユ
ネ
ス
コ
な
ど

の
助
け
を
得
て
、
キ
ャ
ン
プ
地
へ
配
布
、
借
出

し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
翻
訳
は
、
か
ろ
う
じ
て

生
き
残
っ
た
ク
メ
ー
ル
人
比
丘
や
、
教
員
な
ど

の
協
力
で
行
わ
れ
て
い
る
。
J
S
R
C
が
建
て

た
キ
ャ
ン
プ
地
内
に
あ
る
図
書
館
で
は
、
今
や

印
刷
用
輪
転
機
が
回
り
、
ク
メ
ー
ル
人
の
青
年

男
女
が
、
教
科
書
な
ど
の
製
本
や
校
正
に
余
念

が
な
か
っ
た
。

　
こ
れ
と
は
別
に
、
W
F
B
Y
（
世
界
仏
教
青

年
連
盟
・
在
バ
ン
コ
ク
）
の
提
唱
で
、
実
施
さ

れ
て
い
る
ダ
ン
マ
ヤ
ト
ラ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
も
、
全
日
本
仏
教
青
年
会
や
、
タ
イ
仏
青
の

数
次
に
亘
る
積
極
的
援
助
や
、
現
地
救
援
活
動

で
、
大
い
に
成
果
を
あ
げ
て
い
る
こ
と
も
見
逃

せ
な
い
。

　
サ
ケ
オ
キ
ャ
ン
プ
に
見
る
か
き
り
で
は
、
難

民
た
ち
は
よ
う
や
く
落
着
を
と
り
も
ど
し
た
よ

う
で
、
ワ
ッ
ト
（
寺
）
を
た
ず
ね
た
我
々
を
、

笑
顔
を
も
っ
て
合
掌
で
迎
え
て
く
れ
た
。
折
し

も
夕
方
の
勤
行
が
始
め
ら
れ
、
本
尊
に
向
か
っ

て
礼
拝
し
て
い
る
彼
等
は
、
よ
う
や
く
つ
か
ん

だ
平
和
を
シ
ン
ボ
ラ
イ
ズ
す
る
か
の
よ
う
に
、

実
に
な
ご
や
か
な
表
情
で
美
し
い
。
突
然
、
一

人
の
中
国
系
ク
メ
ー
ル
人
が
寄
っ
て
き
て
、
さ

か
ん
に
漢
字
を
書
い
て
訴
え
る
。
そ
れ
に
よ
る

と
、
彼
は
広
東
が
出
生
地
で
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
移

住
し
、
共
産
兵
に
兄
弟
、
妻
、
子
供
を
す
べ
て

殺
さ
れ
た
と
涙
を
う
か
べ
て
筆
を
走
ら
せ
て
い

た
。　
　
ゼ
ロ
か
ら
の
出
発

　
何
も
か
も
失
っ
て
し
ま
っ
た
難
民
た
ち
も
、

仏
さ
ま
を
礼
拝
す
る
こ
と
か
ら
、
心
の
安
寧
を

得
、
文
字
ど
お
り
ゼ
ロ
か
ら
の
出
発
を
は
じ
め

て
い
る
。
私
た
ち
は
一
日
も
早
く
、
カ
ン
ボ
ジ

ア
の
内
乱
が
お
さ
ま
り
、
彼
等
が
祖
国
へ
再
び

帰
れ
る
よ
う
念
じ
つ
つ
、
こ
の
地
に
別
れ
を
告

げ
た
。

　
な
お
現
在
ま
で
に
、
わ
が
国
の
浄
土
真
宗
本

願
寺
派
を
は
じ
め
、
真
言
宗
豊
山
派
、
臨
済
宗

妙
心
寺
派
、
天
台
宗
、
浄
土
宗
そ
の
他
の
宗
派

か
ら
、
ま
た
個
人
的
に
も
多
額
の
救
援
金
が
贈

ら
れ
て
い
る
が
、
な
お
一
層
の
救
援
が
の
ぞ
ま

れ
る
現
状
で
あ
る
こ
と
を
、
こ
こ
に
記
し
て
お

き
た
い
。
救
援
金
送
付
方
法
に
つ
い
て
は
、
全

仏
国
際
局
へ
ご
照
会
願
い
た
い
。

　
な
お
、
今
回
全
仏
に
寄
せ
ら
れ
た
四
万
ド
ル

（
約
八
百
万
円
）
は
、
五
月
八
日
に
、
バ
ン
コ

ク
の
W
F
B
本
部
で
、
サ
ン
や
W
F
B
会
長
代

行
に
手
渡
し
た
こ
と
を
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

2
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嵯
峨
野
・
阿
弥
陀
寺

＝③＝

　
校
内
暴
力
、
親
殺
し
、
暴
走
族
…
…
、
最
近

の
マ
ス
コ
ミ
に
登
場
す
る
若
者
の
イ
メ
ー
ジ

は
、
あ
ま
り
か
ん
ば
し
く
な
い
。
し
か
し
そ

う
し
た
彼
ら
も
、
き
わ
め
て
真
摯
な
一
面
を

持
ち
、
受
験
に
恋
に
人
生
に
悩
み
、
自
己
を

見
つ
め
て
い
る
一
。
そ
れ
を
雄
弁
に
物
語

っ
て
い
る
の
が
、
も
う
五
十
六
冊
を
数
え
る

「
誓
願
ノ
ー
ト
」
だ
と
い
う
。
さ
っ
そ
く
京

都
に
、
嵯
峨
野
・
阿
弥
陀
寺
を
訪
ね
て
み
た
。

　
ア
ン
ノ
ン
族
で
、
す
っ
か
り
有
名
に
な
っ

た
嵯
峨
野
。
そ
の
片
隅
に
阿
弥
陀
寺
（
浄
土

宗
）
は
あ
る
。
住
職
は
“
ユ
ー
モ
ア
和
尚
”

を
自
称
す
る
長
澤
普
天
師
（
四
十
五
歳
）
。
掃

き
清
め
ら
れ
た
本
堂
の
一
隅
に
、
誓
願
ノ
ー

O

ト
は
置
か
れ
て
い
た
。
そ
し
て
ノ
ー
ト
を
見

下
す
よ
う
に
安
置
さ
れ
て
い
る
、
若
き
法
然

上
人
を
形
ど
っ
た
求
道
青
年
像
。
実
は
、
ニ

メ
ー
ト
ル
あ
ま
り
の
こ
の
像
こ
そ
、
誓
願
ノ

ー
ト
が
生
ま
れ
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
も
の

で
あ
る
。
長
澤
師
は
語
る
。

　
「
も
う
十
五
年
ほ
ど
前
、
像
の
建
立
を
思

い
た
っ
た
私
は
、
“
求
道
誓
願
紙
”
を
奉
納

し
て
も
ら
い
、
そ
れ
を
像
の
中
に
入
れ
る
こ

と
に
し
た
の
で
す
。
す
る
と
、
願
い
ご
と
ば

か
り
で
な
く
、
悩
み
な
ど
、
実
に
様
々
な
こ

と
が
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。
中
に
は
裏
ま
で

書
い
て
い
る
人
も
い
る
。
そ
こ
で
ノ
ー
ト
に

し
て
は
、
と
考
え
た
わ
け
で
す
」

　
今
で
も
、
像
の
横
に
「
求
道
箱
」
が
置
か

れ
、
誓
願
紙
を
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
が
、
ほ
と
ん
ど
の
若
者
が
ノ
ー
ト
に
向

か
う
と
い
う
。

　
　
俺
だ
け
じ
ゃ
な
い

　
　
み
ん
な
悩
ん
で
る
ん
だ
な

　
　
み
ん
な
願
っ
て
る
ん
だ
な

　
　
み
ん
な
ガ
ン
バ
レ
！

　
　
俺
だ
け
じ
ゃ
な
い
ん
だ
な
〃
“

　
　
　
（
み
ん
な
と
同
じ
よ
う
に
生
き
て
い

　
　
　
　
る
一
人
の
人
間
）

長
澤
師
が
も
っ
と
も
感
動
し
た
一
文
で
あ

る
。
表
面
的
に
は
物
質
的
で
、
世
に
甘
え
て

み
え
る
現
代
っ
子
も
、
多
く
は
悩
み
を
か
か

え
、
身
近
に
話
せ
る
人
も
持
っ
て
い
な
い
。

そ
こ
で
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
も
な
い
こ
の
寺

を
、
全
国
か
ら
は
る
ば
る
訪
ね
て
く
る
。

　
ノ
ー
ト
を
見
る
と
、
二
十
五
歳
以
下
の
、

学
生
・
0
1
・
会
社
員
な
ど
が
ほ
と
ん
ど
。

男
女
は
半
々
。
書
か
れ
る
内
容
は
、
最
近
に

な
る
ほ
ど
、
具
体
的
、
深
刻
に
な
っ
て
き
た

と
い
う
。
何
度
も
何
度
も
く
り
返
し
や
っ
て

く
る
人
も
多
い
。
そ
し
て
、
黙
っ
て
書
き
、

静
か
に
去
っ
て
い
く
。

　
　
ま
た
来
て
し
ま
い
ま
し
た

　
　
こ
こ
し
か
来
る
所
が
な
い
ん
で
す

　
　
こ
こ
し
か
心
の
や
す
ら
ぐ
所
が
な
い
ん

　
　
で
す

　
　
　
（
店
員
、
十
九
歳
）

　
も
ち
ろ
ん
中
に
は
、
ふ
ざ
け
半
分
の
も
の

も
あ
る
が
、
一
方
で
遺
書
め
い
た
一
文
も
あ

り
、
長
澤
師
を
あ
わ
て
さ
せ
た
。
実
は
師
自

身
、
悩
め
る
若
者
だ
っ
た
。
今
で
こ
そ
、
浄

土
宗
布
教
師
、
京
都
刑
務
所
教
誰
師
、
仏
教

芸
能
鑑
賞
会
の
主
宰
者
と
、
活
動
範
囲
も
き

わ
め
て
広
い
が
、
在
家
生
ま
れ
の
長
澤
師
が

そ
も
そ
も
得
度
し
た
の
は
、
失
恋
で
大
学
を

中
退
し
た
た
め
だ
と
い
う
。
自
ら
悩
ん
だ
か

ら
こ
そ
、
同
じ
よ
う
に
悩
む
若
者
が
、
他
人

事
と
は
思
え
な
い
。

　
「
こ
の
寺
に
は
、
ゆ
き
ず
り
の
人
は
罷
ま

せ
ん
。
皆
さ
が
し
さ
が
し
や
っ
て
来
ま
す
。

世
に
悪
人
な
し
、
悪
縁
あ
る
の
み
、
と
い
う

の
が
私
の
モ
ッ
ト
ー
。
せ
っ
か
く
や
っ
て
き

た
若
者
を
、
良
い
縁
へ
と
導
く
の
が
、
僧
侶

の
努
め
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　
現
代
っ
子
と
仏
教
を
結
ぶ
接
点
を
考
え
る

時
、
こ
の
ノ
ー
ト
は
何
か
の
ヒ
ン
ト
に
な
る

の
で
は
な
い
か
。

　
【
写
真
は
長
澤
住
職
と
下
が
誓
願
ノ
ー
ト
】

1匪11Illllll11巳ll置1101謄19巳巳1馨1111量，1111IIII，量1831111IIlllI111III181量lllllllIlllll臨11111115111111置量Illll11Illl，IlllIO匿19巳llllllll巳騨巳1111巳II響11，ll，IllI巳IIIIIII1011111聖lll1
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一
一
一
≡
一
＝
一
一
≡
≡
≡
一
＝
≡
＝
＝
一
≡
≡
≡
一
≡
＝
一
≡
≡
≡
≡
一
一
≡
ニ
≡
≡
一
≡
一
≡
一
一
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≡
≡
≡
≡
一
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二
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＝
一
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＝
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一
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一
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≡
≡
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≡
一
≡
三
＝
≡
一
一
一
一
≡
≡
≡
一
≡
一
≡
一
…
≡
≡
≡
…
一
≡
一
＝
≡
≡
一
…
＝
一
≡
＝
一
≡
≡
＝
≡
≡
≡
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全　　　　仏
第3種」照≦便斗勿，詮二11∫昭和56年6月1日

全
仏
の
理
事
会
ひ
ら
く

55

N
度
決
算
な
ど
を
審
議

　
全
仏
理
事
会
は
、
五
月
二
十
六
日
午
後
一
時

よ
り
、
東
京
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
て
開
催
。
鱒

淵
理
事
長
挨
拶
の
あ
と
議
事
録
署
名
委
員
を
選

出
、
昭
和
五
十
五
年
度
事
業
報
告
な
ど
に
つ
い

て
審
議
し
た
。
（
詳
細
は
次
号
）

　
議
案
第
一
号
「
昭
和
五
十
五
年
度
事
業
報
告

の
承
認
を
求
め
る
件
」

　
議
案
第
二
号
「
昭
和
五
十
五
年
度
歳
入
歳
出

決
算
の
承
認
を
求
め
る
件
」

　
議
案
第
三
号
「
機
構
改
革
特
別
委
員
会
答
申

に
伴
う
寄
付
行
為
改
正
の
承
認
を
求
め
る
件
」

　
　
　
5

　
　
　
5

　
1
、
加
盟
団
体
相
互
の
連
絡
・
提
携
お
よ
び

親
睦
4
・
1
　
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
伝
灯
奉
告
法
要

　
　
　
　
参
列

　
　
0

7　　6
む　　　　　　　　　　

42710

　　　　　　　　　5

　　　　　　　　　　

24　19　13　5　21　1

　
議
案
第
四
号
「
ル
ン
ビ
ニ
ー
復
興
問
題
推
進

に
つ
い
て
承
認
を
求
め
る
件
」

　
議
案
第
五
号
「
刊
行
誌
・
全
姿
第
三
種
認
可

に
関
す
る
指
導
に
伴
う
関
連
事
務
規
定
新
設
の

承
認
を
求
め
る
件
」

　
議
案
第
六
号
「
事
務
所
移
転
に
伴
う
寄
付
行

為
一
部
変
更
の
件
」

　
報
告
事
項
①
「
同
和
委
員
会
報
告
に
つ
い
て
」

　
報
告
事
項
②
「
第
二
十
八
回
全
日
本
仏
教
徒

会
議
に
つ
い
て
」

年
度
の
事
業
報
告

仏
教
鎭
重
器
花
ま
つ
り
出
席

機
構
改
革
特
別
委
員
会

高
幡
不
動
尊
五
重
塔
落
慶
法
要
出
席

監
査
会

機
構
改
革
特
別
委
員
会

理
事
会

勝
又
俊
教
先
生
叙
勲
祝
出
席

機
構
改
革
特
別
委
員
会

鳴
門
仏
教
会
創
立
五
十
周
年
記
念
大

　　　　　　9

　　　　　　　

9653
　　　　8

272688291711

国
際
親
善
、
文
化

交
流
促
進
な
ど

会
出
席

仏
教
鎖
仰
会
都
民
お
盆
ま
つ
り
出
席

清
水
谷
大
僧
正
壱
周
忌
法
要
参
列

山
形
県
仏
教
会
十
周
年
大
会
出
席

機
構
改
革
特
別
委
員
会

財
務
担
当
者
会
議
（
京
都
）

財
務
担
当
者
会
議
（
東
京
）

岐
阜
県
仏
教
会
檀
信
徒
大
会
出
席

妙
心
寺
派
花
園
会
創
立
三
十
周
年
記

念
式
典
出
席

常
務
理
事
会
・
宗
務
総
長
会

仏
教
伝
道
ビ
ル
落
慶
式
出
席

醍
醐
寺
・
醍
醐
天
皇
一
千
五
十
年
遠

2　　1
　　　　　　　　　　　

62614

12
　

1112

1
1
　

11　31　27　23　20　14　9

10
　

3

　　　　　3

117i613

忌
法
要
参
列

埼
玉
県
仏
教
徒
会
議
出
席

大
阪
府
仏
教
徒
会
議
出
席

臨
済
宗
建
長
寺
派
管
長
晋
山
式
出
席

長
野
県
仏
教
徒
会
議
出
席

機
構
改
革
特
別
委
員
会

真
言
宗
豊
山
派
管
長
就
任
祝
出
席

全
日
本
仏
教
婦
人
大
会
出
席

理
事
会
・
評
議
員
会

長
谷
寺
化
主
晋
山
式
参
列

黄
漿
宗
管
長
晋
山
祝
賀
会
出
席

埼
玉
県
仏
教
会
新
年
会
出
席

全
日
本
仏
教
婦
人
連
盟
修
正
会
出
席

理
事
会
・
評
議
員
会
・
宗
務
総
長
会

露
仏
新
年
懇
親
会

伊
東
堅
純
師
葬
儀
参
列

梶
浦
逸
外
師
葬
儀
参
列

仏
教
伝
道
賞
贈
呈
式
出
席

　
2
　
仏
教
教
化
運
動
の
総
合
的
企
画
お
よ
び

促
進
　
毎
月
一
回
「
全
仏
」
誌
発
行

　
「
花
ま
つ
り
ポ
ス
タ
ー
」
等
の
普
及

5
・
1
0
　
文
化
専
門
委
員
会

6
　
1
0
　
仏
教
文
化
会
議
運
営
委
員
会

7
　
8
　
仏
教
文
化
会
議
運
営
委
員
会

8
　
2
2
～
2
3
　
第
1
3
回
日
本
仏
教
文
化
会
議

1
　
3
0
　
文
化
専
門
委
員
会

3
　
1
2
　
各
宗
派
教
化
担
当
者
会
議

　
3
、
諸
官
庁
お
よ
び
関
係
諸
団
体
と
の
連
絡

7
　

1016

6　5　4
　　　　　　　　　　　

131922

日
宗
連
理
事
会
出
席

日
宗
連
理
事
会
出
席

W
C
R
P
委
員
会
出
席

日
宗
連
理
事
会
出
席

日
宗
連
理
事
会
出
席

9
・
2
7
日
宗
連
理
事
会
出
席

1
0
・
2
　
文
化
庁
宗
教
法
人
等
管
理
者
研
究
協

議
会
出
席

　
　
1
9
　
日
宗
連
理
事
会
出
席

1
2
・
4
　
W
C
R
P
十
周
年
記
念
祝
賀
会
出
席

　
　
1
5
　
日
嗣
連
理
事
会
出
席

1
℃
2
1
　
文
化
庁
宗
教
法
人
等
管
理
者
研
究
協

議
会
出
席

　
　
2
6
　
日
宗
連
理
事
会
出
席

2
・
2
1
　
仏
教
英
語
研
究
会
ス
ピ
ー
チ
・
コ
ン

テ
ス
ト
出
席

3
・
6
　
W
C
R
P
委
員
会
出
席

　
　
2
6
　
1
B
E
C
理
事
会
出
席

　
　
3
0
　
日
宗
連
理
事
会
出
席

　
4
、
各
種
仏
教
運
動
の
実
践
お
よ
び
育
成

5
●
6

　　　10

　　　　

31　21　27　16

9　8　　7
　　　　　　　　　　　　　　　ロ

1225219

6　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　

1229191
全
仏
セ
ン
タ
ー
設
立
準
備
委
員
会

国
際
専
門
委
員
会

同
和
特
別
委
員
会

組
織
専
門
委
員
会

全
仏
大
会
準
備
委
員
会

国
際
専
門
委
員
会

東
北
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

同
和
特
別
委
員
会

和
仏
セ
ン
タ
ー
設
立
準
備
委
員
会

国
際
専
門
委
員
会

全
仏
大
会
幹
事
会

都
道
府
県
仏
教
会
代
表
者
会
議
・
全

仏
大
会
幹
事
会

1
1
・
1
　
第
二
十
七
回
全
日
本
仏
教
徒
会
議

　
　
6
同
和
特
別
委
員
会

1
2
・
3
ガ
ー
ル
ド
氏
講
演
会

　
　
6
－
1
2
　
国
際
人
権
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
参
加

　
　
1
5
　
収
益
事
業
範
囲
改
正
対
策
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
（
以
下
8
面
へ
つ
づ
く
）

一4一



全　　　　仏
第3種郵便物認可 昭和56年6月1日

昭和55年度財団法人全日本仏教会歳入歳出決算書

入
出
歳
歳
予算額　金61，133，000円　　決算額
予算額　金61，133，000円　　決算額

歳入歳出決算剰余金　金1，853，483円

金61，458，700円

金59，605，217円

歳入の部

項 目 対 予　　　　　算

款 項 目
予算額 収入済額

収入超過額 収入未済額
1．負　担　金 57，033，000 54，904，000 2，129，000

1．各宗派負担金 50，849，000 49，852，000 997，000

2．各団体負担金 6，184，000 5，052，000 1，132，000

2．寄　付　金 1，200，000 800，000 400，000

3．未納徴収金 500，000 1，564，000 1，064，000

4．基金果実 900，000 956，400 56，400

5．雑　収　入 500，000 651，845 151，845

6．繰　越　金 1，000，000 2，582，455 1，582，455

歳 入 計 61，133，000 61，458，700 325，700

歳出の部

科 目
○増　△減 予　算

款 項 目
予算額 支出済額

流　用　額 不要額 付　　　　記

1．事務総局費 39βOO，000 39，274，889 0 25，111

1．入　件　費 25，650，000 25，355，232 △　　294，768 0

1．職員俸給 11，150，000 11，150，000 0 0

2．諸　　　　給 12，000，000 11，863，991 △　　136，009 0 第3項へ流用
3．厚　生　費 1，700，000 1，541，241 △　　158，759 0 第3項へ流用
4．退職積立金 800，000 800，000 0 0

2．事　務　費 6，150，000 5，611，987 △　・512，902 25，111

1．借館借室費 2，400，000 2，400，000 0 0

2．通　信　費 1，500，000 1，460，170 △　　35，097 4，733 第3項へ流用
3．消　耗　晶 350，000 343，422 0 6，578

4．光　熱　費 450，000 81，750 △　　368，250 0 第3項へ流用
5．備　品　費 300，000 286，200 0 13，800

6．印　刷　費 700，000 632，192 △　　　67，808 0 第3項へ流用
7．諸　雑　費 450，000 408，253 △　　　41，747 0 〃　　　　〃

3．旅　　　　費 2，500，000 3，650，670 01，150，670 0 第1項第2目より136，009円流用

〃　3　〃　158，759　〃

第2項第2目より35，097円流用

”　4　”368，2駅｝〃

4．関西事務局費 2，000，000 2，000，000 0 0 〃　6　〃　67β08〃

2，総務四二
5．渉　外　費

P．会　議　費

3，000，000

S，900，000

P，600，000

2，657，000

S，717，853

P，496，353

△　　343，000

@　　　0
@　　　0

　　0
P82，147

P03，647

　〃　7　〃　41，747〃
謔T項より343，000円流用

謔R項へ流用

1．理事会費 500，000 490，483 0 9，517

2．評議貝会費 ・200，000
170，470 0 29，530

3．各種委貝会費 300，000 246，480 0 53，520

4．諸会議費 600，000 588，920 0 11，080
2，共通事項処弁費 3，000，000 2，954，017 0 45，983

3．調査研究費 300，000 267，483 0 32，517

3．組織局費 5，500，000 6，005，479 0　505，479 0

1．組織強化費 3，500，000 3，411，169 △　　　88，831 0

1．組織強化費 1，000，000 932，249 △　　　67，751 0 第2項へ流用
2．国内仏教徒会議費 2，500，000 2，478，920 △　　21，080 0 第2項へ流用

2．時局対策費 2，000，000 2．594β10 0　594，310 0 第1項第1目より67，751円流用

4．国際文化局費 9，300，000 9，064，996 0 235，004 〃　2　〃　21，0＆D〃

1．国際運動費 3，800，000 3，656，737 0 143，263
第6款より505，479円充当

1．WFB関係費 1，800，000 1，787，963 0 12，037

2．国際仏教交流費 700，000 648，000 0 52，000

3，渉　外　費 1，300，000 1，220，774 0 79，226

2．文化会議費 1，200，000 1，153，450 0 46，550

1．文化会議費 900，000 853，450 0 46，550

2．紀要作成費 300，000 300，000 0 0

3．教化諸費 400，000 395，750 0 4，250

4，機関紙発行費 3，900，000 3，859，059 0 40，941

5．雑　　　費 133，000 42，000 91，000
6．予　備　費 2，000，000 500，000 △　505，479 994，521 第3款第2項へ

505，479円充当

歳　　　　出 計 61，133，000 59，605，217 1，527，783
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制
限
さ
れ
る
観
光
客

　
昨
一
九
八
○
年
を
通
じ
て
、
チ
ベ
ッ
ト
は
世

界
的
関
心
の
的
で
あ
っ
た
。
中
共
政
権
が
ダ
ラ

イ
・
ラ
マ
の
帰
還
を
要
請
し
、
そ
れ
に
伴
う
種

々
の
政
策
転
換
を
敢
行
し
た
こ
と
や
、
ま
た
そ

れ
に
対
す
る
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
の
応
諾
か
拒
否
か

を
探
る
予
測
が
、
そ
の
中
心
を
な
す
も
の
で
あ

っ
た
。

　
毛
沢
東
の
死
後
、
中
共
政
権
は
急
激
に
自
由

化
を
促
進
し
て
来
た
が
、
そ
の
一
環
と
し
て
、

チ
ベ
ッ
ト
地
区
を
三
十
年
に
近
い
閉
鎖
よ
り
門

戸
開
放
に
転
換
せ
し
め
た
。
か
く
し
て
、
チ
ベ

ッ
ト
観
光
は
昨
年
、
一
挙
に
そ
の
ピ
ー
ク
を
迎

え
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
チ
ベ
ッ
ト
入
境
は
厳
し
く

制
限
さ
れ
て
い
る
。
昨
年
十
一
月
目
現
地
ラ
サ

で
聞
い
た
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
今
年
の
許
可
人

数
は
、
政
府
関
係
者
を
入
れ
わ
ず
か
に
五
百
人

程
度
、
従
っ
て
海
外
訪
問
客
は
せ
い
ぜ
い
二
、

が
ら
、
気
付
い
た
諸
点
を
略
述
し
て
み
た
い
。

三
千
六
百
層
の
高
地

　
一
行
は
香
港
に
集
合
、
汽
車
で
広
州
に
向
か

い
、
こ
こ
よ
り
中
国
大
陸
中
西
部
に
位
す
る
、

四
川
省
の
主
都
、
成
都
に
と
び
、
こ
こ
よ
り
更

に
真
西
へ
二
時
間
飛
行
の
後
、
ラ
サ
空
港
へ
到

着
し
た
。
ラ
サ
市
は
空
港
の
西
北
、
川
ぞ
い
に

車
で
二
時
間
の
距
離
に
あ
り
、
高
度
は
富
士
山

の
頂
上
な
み
、
機
外
に
降
り
立
つ
と
軽
く
眩
量

を
覚
え
、
身
体
的
動
作
は
本
能
的
に
緩
慢
と
な

り
、
心
臓
の
鼓
動
は
激
し
く
耳
た
ぶ
に
打
ち
四

温
凋
響
臨
鱗
畿
⑳
聡
鰻

三
百
人
に
減
少
さ
せ
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と

い
わ
れ
て
い
た
。
日
本
の
仏
教
徒
も
、
昨
年
旅

行
団
を
編
成
し
、
そ
の
第
一
陣
を
入
境
せ
し
め

た
が
、
第
二
陣
か
ら
打
ち
切
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
米
国
の
一
旅
行
社
は
総
数
十
回
を

超
え
る
観
光
団
を
送
り
こ
ん
で
い
る
。

　
幸
い
著
者
は
、
そ
の
第
十
一
団
に
飛
び
入
り

し
、
十
一
月
一
日
よ
り
一
週
間
に
わ
た
っ
て
ラ

サ
を
始
め
、
そ
の
周
囲
の
寺
院
や
、
公
共
施
設

コ
ミ
ュ
ー
ン
等
、
見
学
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

我
々
仏
教
徒
に
と
っ
て
チ
ベ
ッ
ト
の
宗
教
事
情

は
、
そ
の
政
治
や
社
会
事
情
以
上
に
、
関
心
の

持
た
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
限
ら
れ
た
紙
数
な

（上）

市
村
承
乗

け
る
。
こ
れ
は
ラ
サ
滞
在
を
通
じ
て
経
験
さ
れ

た
も
の
で
、
環
境
順
応
の
準
備
な
く
、
一
挙
に

三
六
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点
に
降
り
立
っ
た
一

行
に
は
、
当
然
で
あ
っ
た
。

　
高
山
病
と
よ
く
似
て
い
る
が
、
危
険
な
肺
水

腫
病
の
あ
る
こ
と
を
知
る
人
は
少
な
い
。
こ
れ

は
三
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
以
上
の
高
度
で
、
酸
素

欠
乏
を
そ
の
直
接
原
因
と
し
て
起
こ
り
、
血
清

が
気
胸
中
に
漏
入
し
、
酸
素
交
換
の
効
率
を
急

激
に
低
下
せ
し
め
、
す
み
や
か
に
酸
素
補
給
を

行
わ
ぬ
限
り
、
死
に
至
る
も
の
で
あ
る
。

　
困
っ
た
こ
と
に
、
い
か
な
る
体
質
や
身
体
的

状
況
に
起
り
易
く
、
ま
た
い
か
な
る
予
防
法
や

薬
品
効
果
が
あ
り
得
る
か
、
ま
だ
医
学
的
に
知

ら
れ
て
い
な
い
。
十
二
時
間
乃
至
三
十
六
時
間

以
内
に
罹
病
せ
ね
ば
、
ま
ず
大
丈
夫
。
し
か
し

現
地
の
宿
舎
に
は
酸
素
補
給
の
用
意
が
あ
り
、

ラ
サ
市
に
は
政
府
の
特
別
病
院
も
あ
り
、
中
国

人
医
師
が
待
機
し
て
い
る
か
ら
、
こ
と
あ
る
時

に
は
祷
躇
な
く
入
院
す
べ
き
で
あ
る
。

写
真
撮
影
に
は
料
金

　
チ
ベ
ッ
ト
観
光
の
魅
力
は
、
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ

の
ポ
タ
ラ
宮
殿
及
び
そ
の
離
宮
の
拝
観
を
頂
点

と
し
、
旧
ラ
サ
市
の
中
心
を
な
す
ジ
ョ
ー
カ
ン

そ
し
て
市
外
に
あ
る
鶴
翼
ラ
及
び
ド
レ
ポ
ン
の

三
大
寺
院
の
見
学
に
あ
る
。
し
か
し
、
観
光
行

程
は
完
全
に
中
国
々
営
旅
行
社
の
采
配
に
規
定

さ
れ
、
北
京
中
央
本
部
よ
り
派
遣
さ
れ
た
ガ
イ

ド
は
広
州
よ
り
常
時
随
行
し
、
現
地
到
着
後
は

ラ
サ
支
局
代
表
が
、
一
切
の
企
画
を
立
て
引
率

す
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
た
。

　
写
真
撮
影
に
つ
い
て
直
接
禁
止
さ
れ
る
こ
と

は
な
い
が
、
寺
院
参
観
中
、
仏
像
、
壁
画
、
内

陣
等
、
宗
教
的
象
徴
や
芸
術
対
象
の
撮
影
に
は

十
元
（
約
千
五
百
円
）
乃
至
二
十
元
の
料
金
が

一
々
要
求
さ
れ
、
無
制
限
に
撮
り
た
い
時
は
、

二
百
元
の
大
金
を
支
払
わ
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
香
港
の
一
出
版
社
が
、
チ
ベ
ッ
ト
入
境

の
初
め
、
い
ち
早
く
徹
底
的
な
写
真
グ
ラ
フ
を

出
版
し
て
、
大
も
う
け
し
た
と
い
う
事
例
に
対

す
る
処
置
で
あ
る
と
い
う
。
中
共
側
か
ら
す
れ

ば
資
本
主
義
根
性
に
対
す
る
反
発
乃
至
懲
罰
な

ん
だ
と
い
い
た
い
の
で
あ
ろ
う
。
（
つ
づ
く
）

　
【
写
真
は
ポ
タ
ー
フ
宮
殿
に
拝
登
す
る
巡
礼
】

）
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第3種郵便物認可

ル
ン
ビ
一
一
一
開
発
委
員
長

全
仏
を
訪
問

　
去
る
五
月
二
日
、
ル
ン
ビ
ニ
ー
開
発
委
員
会

委
員
長
ロ
ッ
ク
・
ダ
ル
シ
ャ
ン
氏
と
、
シ
ュ
レ

シ
ュ
タ
在
日
ネ
パ
ー
ル
大
使
が
、
二
仏
事
務
総

局
を
訪
問
し
た
。

　
ロ
ッ
ク
・
ダ
ル
シ
ャ
ン
氏
は
、
国
連
の
ル
ン

ビ
ニ
ー
開
発
勧
募
委
員
会
（
閃
d
2
U
勾
≧
2

2
0
0
0
竃
竃
一
目
国
）
出
席
の
往
路
、
訪
れ
た

も
の
で
大
使
と
共
に
、
ル
ン
ビ
ニ
ー
開
発
の
た

め
の
日
本
側
の
体
制
作
り
を
、
早
急
に
進
め
る

よ
う
訴
え
ら
れ
た
。

露
仏
か
ら
、
勝
部
組
織
局
長
、
鎌
田
国
際
部

長
他
が
、
ル
ン
ビ
ニ
ー
開
発
の
現
状
、
国
連
の

こ
の
計
画
に
対
す
る
参
画
状
況
な
ど
を
質
問
す

つ
ホ
と
り
ら
ミ
や
ら
と
も
ら
も
る
も
ら
ら
く
と

“～鱒
　
　
　
　
　
圓
　
≡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　

φ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‘
　
　
　
4
　
　
　
y

御御御門榊φ　御
φψ一一御ψψ榊φψ㈹榊下回

る
と
共
に
、

明
し
た
。

全
仏
側
の
こ
れ
ま
で
の
対
応
を
説

鈴
木
総
理
と
懇
談
会

　
同
和
問
題
か
ら
一
歩
も
退
け
ぬ
と
い
う
こ

と
は
、
わ
れ
わ
れ
の
常
套
語
「
不
退
転
」
を

こ
の
身
に
実
証
す
る
こ
と
以
外
に
な
い
。

　
不
退
転
の
又
の
名
を
不
惜
身
命
と
い
う
。

人
は
人
と
入
と
の
間
柄
に
お
い
て
人
聞
で
あ

り
う
る
。
人
間
が
自
ら
の
い
の
ち
を
尽
く
し

て
同
和
に
な
り
き
る
一
つ
ま
り
差
別
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
人
間
を
分
断
し
、
見
失
っ
て

き
た
ま
と
も
な
い
の
ち
の
回
復
が
あ
り
え
て

こ
そ
初
め
て
全
き
人
間
と
な
り
う
る
で
あ
ろ

う
。

宗
教
団
体
代
表
者

　
去
る
五
月
十
五
日
（
金
）
午
前
十
一
時
よ
り

ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
に
お
い
て
、
鈴
木
善
幸
総
理

と
、
宗
教
団
体
代
表
者
と
の
懇
談
会
が
も
た
れ

た
。
こ
の
会
に
は
、
仏
教
、
キ
リ
ス
ト
教
、
神

道
の
代
表
三
十
五
団
体
、
約
四
十
人
が
総
理
よ

り
招
か
れ
た
。

　
総
理
と
、
宗
教
団
体
代
表
者
と
の
こ
の
種
の

会
合
は
、
初
め
て
の
こ
と
で
あ
り
、
今
後
、
こ

う
し
た
会
合
が
随
時
も
た
れ
る
こ
と
は
、
宗
教

団
体
に
と
っ
て
も
、
有
益
な
こ
と
だ
と
思
わ
れ

る
。
当
日
、
総
理
は
、
挨
拶
の
中
で
、
宗
教
者

　
奪
ら
‡
‡
■
今
…
暫
‡
▲
■
－
職
1
邑
▼
ら
…
6
も
▲
層
7
亀
7
6
・
◎

③

同
和
委
員
会
委
員
長

　
　
　
　
橘
　
　
了
法

　
五
濁
の
衆
水
海
に
入
り
て
一
味
と
い
う
い

の
ち
の
平
等
を
説
く
仏
法
に
属
し
つ
つ
、
な

ぜ
差
別
者
と
な
り
、
差
別
教
団
と
な
り
は
て

た
の
か
。

　
個
人
の
尊
厳
性
の
追
求
を
拗
棄
し
て
世
俗

の
権
力
機
構
に
奉
仕
す
る
国
家
仏
教
に
変
容

し
た
と
こ
ろ
に
は
じ
ま
る
。

　
い
う
ま
で
も
な
く
、
仏
法
行
儀
の
真
骨
頂

は
、
「
菩
薩
戒
経
」
に
言
う
「
出
家
の
人
の
法

は
、
国
王
に
向
か
い
て
礼
拝
せ
ず
、
父
母
に

向
か
い
て
礼
拝
せ
ず
、
六
親
に
務
え
ず
、
鬼

苓
隼
…
…
忠
…
…
ら
象
2
◎
ら
9
●
2
2
◆
1
象
◎
…
象
う
色
y
6
▼
▲
▼
垂
雪
ら
蟻
垂
垂
象
1
ら

　
の
果
た
す
社
会
的
役
割
に
大
い
に
敬
意
を
表
さ

　
れ
る
と
と
も
に
、
今
後
も
、
懇
談
会
を
持
ち
た

　
い
と
の
意
向
を
表
明
さ
れ
た
。

　
　
当
日
、
全
量
関
係
者
の
出
席
は
、
以
下
の
通

　
り
。
曹
洞
宗
・
大
島
恭
龍
永
平
寺
監
院
、
浄
土

　
真
宗
本
願
寺
派
・
芝
原
郷
音
築
地
本
願
寺
輪
番
、

　
浄
土
宗
・
小
口
輝
雄
総
務
局
長
、
日
蓮
宗
・
塩

　
田
義
朗
宗
務
総
長
、
高
野
山
真
言
宗
・
橋
爪
良

　
寛
東
京
別
院
主
監
、
臨
済
宗
妙
心
寺
派
・
後
藤

　
純
一
宗
務
総
長
、
天
台
宗
・
山
田
恵
諦
座
主
狸

　
下
、
真
言
宗
豊
山
派
・
久
保
埜
太
清
宗
務
総
長
、

　
念
法
真
教
・
長
谷
川
霊
信
教
務
総
長
、
全
仏
事

　
務
総
局
・
中
村
昌
之
財
務
部
長
。
（
順
不
同
）

　
　
　
文
化
専
門
委
員
会
開
く

　
　
昭
和
五
十
六
年
度
第
一
回
の
文
化
専
門
委
員

　
会
は
、
去
る
五
月
七
日
（
木
）
開
催
さ
れ
た
。

　
　
　
ら
ら
と
も
く
も
ま
と
　
ら
ら
を
も
と
と
ら
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”

神
を
礼
せ
ず
」
と
し
て
あ
る
仏
法
の
原
初
に
　
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

帰
る
以
外
に
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
榊

　
人
を
差
別
し
て
「
屠
児
は
神
国
に
住
む
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
弱

鯉
鱗
監
置
雛
雛
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”

さ
る
こ
と
な
が
ら
、
教
団
並
に
教
団
に
属
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”

る
仏
教
者
が
今
日
ま
で
い
か
に
仏
教
か
ら
程

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”

遠
い
と
こ
ろ
に
転
落
し
て
い
た
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
齢

　
同
和
問
題
は
行
政
に
お
い
て
対
策
で
あ
っ
　
φ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9
0

て
も
仏
法
者
に
と
っ
て
は
絶
対
に
相
対
的
な
　
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9
9

対
策
問
題
で
は
な
く
、
自
ら
の
起
死
回
生
の
　
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
廟

必
須
課
題
で
あ
る
こ
と
の
認
識
と
体
感
、
も
　
“

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”

う
論
議
の
と
き
で
は
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”

　
（
タ
イ
ト
ル
が
不
適
切
で
し
た
の
で
、
お
　
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

詑
し
て
今
月
号
よ
り
訂
正
い
た
し
ま
す
）
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ψ

ら
◎
‡
・
…
・
象
‡
‡
6
1
1
…
…
◎
・
◎
．
象
1
り
一
・
1
り
t

　一心噸へへ弗　肺噛噂傷一
具退院寺

一
ぞ
；
、
で
？
，
；
．
一
ψ
孕
噌

浅草通り五鳳会加盟店

商店田鰻調

虐
｝
一
～
ー
ー
～
直
垂
ー

文
化
部
執
行
五
十
五
年
度
事
業
の
反
省
、
並
び

に
五
十
六
年
度
事
業
全
般
に
つ
い
て
、
活
発
な

討
議
が
な
さ
れ
た
。

　
昨
年
度
、
五
年
ぶ
り
に
再
開
さ
れ
た
、
各
宗

派
教
化
担
当
者
会
議
に
つ
い
て
は
、
内
容
を
さ

ら
に
検
討
の
う
え
、
各
宗
派
の
意
見
交
換
、
情

報
交
換
の
場
と
し
て
、
五
十
六
年
度
も
、
企
画

す
る
こ
と
が
話
し
合
わ
れ
た
。

　
日
本
仏
教
文
化
会
議
に
つ
い
て
は
、
八
月
二

十
八
日
、
二
十
九
日
の
一
泊
二
日
、
昨
年
同
様
、

生
産
性
研
修
会
館
を
使
用
し
、
開
催
す
る
こ
と

が
協
議
さ
れ
、
主
題
は
、
運
営
委
員
会
に
お
い

て
十
分
話
し
合
う
こ
と
と
な
っ
た
。

機
関
紙
「
全
署
」
に
つ
い
て
も
、
内
容
に
つ

い
て
種
々
、
建
設
的
な
注
文
が
出
た
。
配
布
方

法
な
ど
も
、
問
題
点
が
指
摘
さ
れ
、
六
月
中
を

め
ど
に
そ
の
具
体
策
を
急
ぐ
こ
と
と
な
っ
た
。

に
省

並
び

｝　　東京都台東区寿2－10－9（地下鉄田原町駅前）

3　　電　話　代表（841）4965
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ス
リ
ラ
ン
カ
文
化
大
臣

の
来
日
歓
迎
会
ひ
ら
く

　
　
　
　
　
　
　
仏
教
事
情
、
大
臣
が
講
演

　
去
る
四
月
二
十
八
日
、
増
上
寺
に
お
い
て
、

フ
ル
ー
レ
・
ス
リ
ラ
ン
カ
文
化
大
臣
夫
妻
の
来

日
歓
迎
会
が
、
全
仏
の
主
催
で
行
わ
れ
た
。

　
今
回
の
大
臣
来
日
は
、
日
蓮
宗
七
百
年
遠
忌

等
に
参
列
さ
れ
る
た
め
で
あ
り
、
連
日
の
ハ
ー

ド
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
中
を
、
定
刻
の
午
後
二
時

元
気
な
姿
を
お
見
せ
に
な
っ
た
。
藤
井
実
応
法

主
の
出
迎
え
を
受
け
た
後
、
大
殿
で
礼
拝
、
献

花
。
そ
の
後
、
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
の
行
わ
れ
る
地

下
大
ホ
ー
ル
へ
向
か
っ
た
。

　
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
で
は
、
日
野
寝
仏
事
務
総
長

の
歓
迎
の
辞
に
つ
づ
い
て
、
大
臣
自
身
が
“
ス

リ
ラ
ン
カ
の
仏
教
事
情
”
と
い
う
テ
ー
マ
で
講

演
を
行
い
、
ま
た
ス
リ
ラ
ン
カ
の
仏
跡
に
関
す

る
映
画
が
上
映
さ
れ
る
な
ど
、

時
を
持
た
れ
た
。

な
ご
や
か
な
一

…
事
務
総
局
録
事
（
五
二
…

　
三
日
　
神
奈
県
仏
へ

七
日
文
化
専
門
委
員
会

十
一
日
　
局
内
会
議

　
全
仏
の
関
西
事
務
局

　
が
移
転
　
智
積
院
内
へ

　
全
仏
の
関
西
事
務
局
は
、
こ
れ
ま
で
妙
心
寺

内
に
あ
り
ま
し
た
が
、
五
月
十
日
よ
り
、
真
言

宗
智
山
派
総
本
山
・
智
積
院
内
へ
移
転
し
ま
し

た
。
【
新
事
務
所
】
京
都
市
東
山
区
塩
小
路
通
大

和
大
路
東
入
東
瓦
町
九
六
四
、
電
話
・
〇
七
五

－
五
四
一
－
五
三
六
一

戦
後
は
、
青
鬼
ほ
た
る
祭
と
呼
ば
れ
る
よ

う
に
な
り
、
毎
年
六
月
の
第
二
土
曜
の
夜
、

盛
大
に
挙
行
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
日
の
た
め

に
、
石
山
寺
山
門
に
は
身
長
五
メ
ー
ト
ル
、

体
重
約
一
ト
ン
と
い
う
キ
ン
グ
サ
イ
ズ
の
鬼

が
作
ら
れ
、
ま
た
地
元
青
年
団
が
青
鬼
に
扮

し
、
縫
い
ぐ
る
み
を
か
ぶ
っ
て
踊
る
“
青
鬼

踊
り
”
は
大
変
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
奉
納
踊
り
と

し
て
有
名
。
こ
の
夜
、
同
時
に
三
千
匹
の
ほ

た
る
が
放
た
れ
る
。

　
本
年
は
六
月
十
三
日
（
土
）
、
午
後
七
時
か

ら
行
わ
れ
る
。

十
四
日

十
五
日

十
八
日

　
二
十
日

二
十
一
日
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十十
六二
日日

監
査
会

北
海
道
仏
総
会
出
席

十
大
宗
派
管
長
、
総
理
と
懇
談

ル
ン
ビ
ニ
ー
特
別
会
議

確
認
糾
弾
会

同
和
特
別
委
員
会

ル
ン
ビ
ニ
ー
復
興
準
備
委
員
会

局
内
会
議

理
事
会

年
度
事
業
報
告
（
続
き
）

　
＝
表
紙
の
写
真
＝

　
　
「
青
鬼
ほ
た
る
祭
」

　
　
　
　
　
　
　
　
（
石
山
寺
）

　
石
山
寺
中
興
の
祖
・
朗
澄
律
師
は
、
今
か

ら
八
百
五
十
年
前
死
に
の
ぞ
ん
で
、
自
分
は

青
鬼
の
姿
と
な
っ
て
、
徳
を
慕
う
人
々
の
た

め
に
降
魔
招
福
を
誓
う
、
と
い
う
遺
言
を
残

し
た
。
以
後
地
元
民
は
、
朗
澄
律
師
の
命
日

に
当
た
る
六
月
十
四
日
、
盛
大
な
法
要
を
営

み
、
師
を
し
の
ん
で
、
青
鬼
の
面
を
か
ぶ
っ

て
踊
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
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5
、
各
国
の
W
F
B
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
各
国

仏
教
団
体
と
の
連
絡

7
・
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W
F
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執
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委
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0
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会
代
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打
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会
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1
3
回
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仏
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議
タ
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大
会
参
加

　
6
、
仏
教
お
よ
び
仏
教
徒
に
よ
る
国
際
親
善

お
よ
び
文
化
交
流
の
促
進
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準
備
委
員
会

ス
リ
ラ
ン
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首
相
歓
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会
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ン
ビ
ニ
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備
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会
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仏
　
教
　
会

宗教界には最もゆかりの深い菩提樹と蓮の花を育ててみませんか〃

　　成道ゆかりの樹……菩提樹（印度ブッタガや産直輸入品）　苗代￥10，000（回付）

　　極楽浄土の華……蓮（チャワンバス通称姫蓮）　苗代￥7，000（警語）

お申込方法
羅舞｝有限会社かたばみ醇〈〒460＞名古屋市中区大須三丁目39番33号（大須本町通交差点北東側　　　TEL大代表　ナゴヤ〈052＞241－0901番）

上目量に限度がありますのでお早目にお申込み下さい。（品切れの節はご容赦の程を）
配布月日は蓮は開花の関係上56年5、6月頃、（蓮のお申込み締切日は6月30日とします。）
菩提樹（インド）は日本の風土に馴れさせる為に秋期に予定致して居ります。
菩提樹、蓮とも同時にご予約注文を受け承りました時は特別価格￥15，000（菩提樹￥9，000＋蓮￥6，000）
にてご奉仕させて頂きます。但し、それぞれに発送月日が違いますので送料は別々に申し受けさせていた“
きます。
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